
立命館大学理工学部 2015 年度 小論文梗概 

 
草津市におけるスポーツ施設の分布分析 

 

建築都市デザイン学科 2280120051-0 田村 理歩 

（指導教員 及川清昭） 

 

1.はじめに 

近年、労働時間の短縮が進められ、余暇活動の充実を

図ることが重要視されている。心身の健康保持や向

上を目的としているところが大きい。 
この余暇活動のための代表的な施設がスポーツ施設

であり、グラウンド、テニスコート、プール、スポー

ツクラブ、ジムなど様々な用途、形態の施設が存在す

る。このようなスポーツ施設の立地状況は地域にお

いて異なる。地域のニーズにあったスポーツ施設の

設置が、地域住民の満足度を上げ、心身の健康に繋が

ると考える。 
本研究では、滋賀県草津市におけるスポーツ施設の

立地状況を明らかにし、現状からさらに充実したス

ポーツ施設立地を提案するための資料となることを

目的とする。 
 

2.研究対象 

 今回対象としたスポーツ施設は、草津市におけ

るグラウンド（運動公園）、体育館（アリーナを含

む）、テニスコート、プール、武道場である。以下

の図は、対象とした９施設の詳細である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.研究方法 

1)住所エクセルデータを作成し東京大学空間情報

センターのアドレスマッチングサービスを用いて

緯度経度を含む CSV ファイルに変換する。 

2)変換したファイルを GISに取り込む。 

3)各施設に 1km（徒歩圏内とする）、2km（自転車圏

内とする）バッファをかける。 

なお、バッファとは、GIS において「ある対象物」

を基準として「等距離内」にある領域かけること

言う。 

4)各施設のバッファが重なる範囲を識別する。 

4.研究結果と考察 

GIS の結果として以下の図（1～7）が得られた。図

1、図 2より、草津市中央に重複エリアが発生して

いるのが分かる。重複エリアの面積は、表１より、

バッファ 2個重複しているエリアが 4159543.8m2 

3 個重複しているエリアが 2187634.7m2、4 個重複

しているエリアが 25879.8m2 である。南部 3 つの

スポーツ施設は重複をしておらず、徒歩による手

段でスポーツ施設も向かうことはやや困難である

と考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１半径１km 内における重複個数およびその面積（m2）

 

  

表 2 半径 2km 内における重複個数およびその面積（m2） 

 

  
表１ 施設紹介 



 

また、図 3、図 4より、草津市のほとんどのエリア

を半径 2km の円が覆っておるので、自転車圏内で

は、いずれかのスポーツ施設へ向かうことが可能

ということが分かる。しかし、南部では、重複箇所

が少なく、各種スポーツ施設のアクセスに恵まれ

ているとは言えない。 

草津市中心部である、笠縫、山田、矢倉、草

津、大路、渋川、笠縫東は 1km,2kmどちらにおい

ても重複箇所が多いことが分かる。すなわち、こ

のエリアからだとスポーツ施設まで徒歩でも自転

車でも容易にアクセスすることが可能だというこ

とが分かる。交通網が整っている、人口が密集し

ている、立地しやすい環境であることが考えられ

る。公園・遊園、保育園・幼稚園、学校の分布と

も似ていることから、これら分布地域には人口が

密集していることが考えられる。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

5.総括と展望 

本研究では滋賀県草津市におけるスポーツ施設分

布および施設から」徒歩圏内、自転車圏内につい

て分析を行ってきた。本章では、各章で得られた

知見を総括し、今後のスポーツ施設に関する研究

の展望について概観した。 
以下に本研究より得られた知見をまとめる。 
(1)草津市北部ではスポーツ施設、公園・遊園が少

ないと考えられる。 
(2)草津市草津にはどの施設も密集していると考え

られる。 
(3)スポーツ施設まで徒歩圏外のエリアが多い。 
(4)スポーツ施設まで自転車圏内のエリアが多い。

(5)図より、徒歩では行きがたい施設もあるが、自

転車では行ける施設が増えることが分かる。 
本研究では、GIS を用いて草津市におけるスポー

ツ施設の現状分布について分析を行った。その結

果として、草津市のスポーツ施設や施設立地の偏

在について明らかにすることができた。今後はさ

らに研究を進め、スポーツ施設分布と人口分布、

また交通機関の分布、地形情報等を調べそれぞれ

の関係性を見ていく必要がある。住民に対するア

ンケートをすることで地域住民のニーズに合わせ

たスポーツ施設立地が実現するかもしれない。こ

れらを含め、住民が利用しやすい場所へ立地する

ことを提案するさらなる資料作りが必要である。 
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図 1 半径 1km（徒歩圏内） 図 2 半径 1km 重複識別 

図 3 半径 2km（自転車圏内）

 

  

図 4 半径 2km 圏内重複箇所識別

 

  

図5学校分布 図 6 公園遊園分布 図 7 保育園・幼稚園分布 
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